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  観光庁がインバウンドを推進していることもあり、海外から多く

の観光客が全国各地に押し寄せている（北川, 2017）。小樽へは、中

国、韓国、それに台湾からの観光客が大多数を占めてきた（小樽市、

2019）。なかでも台湾からの観光客はリピーターが多いため、北海

道の観光業にとって重要な意味をもつ。コロナ禍で、日本の観光地

は海外からの来訪者の激減に悩まされている。訪問動機の高い台湾

からの観光客は、観光業再興のためのきっかけを作ってくれると、

日本中の観光従事者が考えている。 

  海外からの観光客が日本の観光地の情報を得ようとするとき、

SNSを使用することが一般的になってきている（櫛部、2020）。と

くに、コロナ禍で現地に行くことができない今、SNSを通した適

切な観光情報の提供は、他の観光地との差別化を図るうえできわ

めて重要である。 

  本研究の目的は、台湾人訪日観光客の小樽への再訪と台湾人の

SNSの使用傾向との関係を、探索的に調べることである。SNSを介

して得た情報が、台湾人訪日観光客に小樽を再訪しようとする動機

にどのように結びつくかを、質問紙調査により明らかにする。 

方法 

調査参加者  台湾人15名（男性４名、女性11名）であった。 

手続き  調査はアンケートフォームを使い、Webを介して行われた。

最初に、参加者は小樽のイメージや旅行経験や SNS の使用傾向

に関する以下の質問に答えるよう言われる。まず、北海道に来た

ことがあるかどうか、次に、小樽に来た経験があるかどうかを尋

ねられる。続いて、小樽に関するイメージを選択肢の中から選ぶ

よう、言われる。選択肢は、順に、運河、新鮮な海鮮物、洋風建

物、オルゴール堂、堺町通り、その他となっていた。 

  さらに、SNS の使用に関する質問がなされる。まず、普段ど

のような手段で日本旅行の情報を受けるかを複数選択肢の中から

選ぶよう言われる。選択肢は、新聞雑誌、ガイドブック、ソーシャ

ルメディア、旅行ウェブサイト、個人ブログの5つであった。次に、

ネットで得た情報をどの程度信じるかを 5 点尺度（ まったくそう

思わない～とてもそう思う）上で答えるよう求められる。 

  最後に、日本の新型コロナウィルスの対策に関する質問を訊かれ

る。まず、今度日本のウィルス対策を適切と思うかを5点尺度（ ま

ったくそう思わない～とてもそう思う）上で評定するよう求められ

る。次に、日本のウィルス対策が訪日願望に影響するかどうかを 5

点尺度（ まったくそう思わない～とてもそう思う）上で評定する

よう求められる。さらに、いつに北海道に旅行するかを5点尺度（入

国できるならすぐ行きたい〜ワクチン出る前どこにも行かない）上

で評定するよう言われる。 

結果と考察 

  ネットの情報の信頼性が小樽来訪に影響するか  図 1 に、日本旅

行情報を

得る手段

は、ホーム

ページや

個人ブロ

グよりも、

SNS であ

ることが分かる。この結果は、櫛部･伊藤(2020)の結果を支持してい

る。ネットの信頼度の評定値と小樽への訪問動機の高さの評定との

間の相関をとってみたところ、数字の上ではあるが、中程度の相関

がみられた（r = 30, p > .27）。今後参加者の数を増やし再分析し確認

したい。 

  現地の安全性が来訪可能性に与える影響  安全かどうかの情報

と訪問動機を天秤にかけ、人は来訪を決める。現地でテロ事件があ

った、現地の食べ物や水に問題があるといった情報は、旅行動機の

高さとは無関係に、訪問をためらわせる。コロナに対する国の施策

が十分かどうかもその一つと考えられる。日本政府の対策が小樽来

訪に影響するか

どうかの評定値

と小樽への訪問

動機の高さの評

定値との間の相

関係数をとって

みたが、相関は

認められなかった（r = -.008, p > .78）。  

  台湾人の小樽のイメージ  テキストマイニングを行い、小樽に対

するイメージを分析した。結果を図2に示す。台湾人来訪者が、日

本人観光客は、運河へは行くが、運河に隣接する明治大正期の建造

物へはあまり行かない。台湾人は、欧風な建物にも興味を持ってい

る。北海道にヨーロッパ的なイメージを持っていることが背景にな

るように思われる。 

  今後の課題  現段階ではまだ参加者の数が少なく、はっきりした

結論を導き出すことはなきなった。今後は、日本に対する好感度や

より詳細な SNS の種類や使い方などに関する質問も加え、また、

より多くの台湾人に対して調査を行い、日本観光に、台湾人がSNS

をどう有効活用しているか検討していくことにしている。 

 

図1. 台湾人の旅行情報入手経路．

図2. 台湾人の小樽のイメージ.


